
農
協
の
役
員
室
。
今
日
も
オ
ン
ベ
と

油
売
り

4

4

4

が
来
て
い
る
。
こ
の
お
二
人
、

自
称
「
農
協
の
顧
問
だ
」
と
い
う
。
別

名
「
高
等
油
売
り
」。

油
売
り
「
東
京
の
小
池
百
合
子
知
事
が

テ
レ
ビ
に
多
く
出
る
な
ー
」

オ
ン
ベ
「
彼
女
は
小
泉
純じ
ゅ
ん一

郎
氏
と
番

号
が
合
う
の
だ
が
、
二
人
と
も
「
劇
場

型
政
治
家
」
と
称
さ
れ
る
の
だ
。
目
立

ち
た
い
の
だ
よ
」

油
売
り
「
副
総
理
の
麻
生
は
軽
い

4

4

な
ー

安
倍
の
次
は
誰
が
な
る
の
だ
」

オ
ン
ベ
「
岸
田
？　

菅
？
…
菅
は
簡
単

に
引
込
ん
で
い
な
い
と
思
う
よ
。
着
々

と
準
備
し
て
い
る
べ
」

×　
　

×　
　

×

油
売
り
「
人
格
と
か
家
柄
（
い
え
が
ら
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
が
‥
」

オ
ン
ベ
「
家
柄
が
よ
い
の
は
ア
ベ
か
。

の
子
孫
で
あ
る
北
村
正
哉
知
事
の
、
あ

の
プ
ラ
イ
ド
…
し
か
も
陸
軍
少
佐
だ
っ

た
か
ら
、
い
つ
も
胸
を
張
っ
て
歩
い
て

…
滅め
っ

多た

に
笑
顔
を
見
せ
な
い
で
…
」

油
売
り
「
そ
れ
で
フ
ン
チ
ヤ
ギ
に
負
け

た
…
」

オ
ン
ベ
「
三
沢
市
に
は
旧
会
津
藩
士
の

子
孫
が
多
く
住
ん
で
い
る
が
「
今
で
も

一
般
農
家
を
見
下
し
て
い
る
よ
」
と
種

岸
信
介
・
佐
藤
栄
作
は
ア
ベ
の
父
の
一

族
だ
」

油
売
り
「
藩
政
時
代
、
江
戸
城
に
各
国

の
大
名
が
参
集
し
た
と
き
、
石
高
に
よ
っ

て
控
室
が
違
っ
て
い
た
と
か
」

オ
ン
ベ
「
一
番
部
屋
が
水
戸
、
尾
張
、

紀
伊
の
御
三
家
、

次
は
加
賀
の
前

田
、
薩
摩
の
島

津
、
仙
台
の
伊

達（
ダ
テ
）
だ
っ

た
と
か
」

油
売
り
「
津
軽

は
？
」

オ
ン
ベ
「
十
万

石
だ
か
ら
ず
っ

と
下
の
方
だ

べ
？　

会
津
は

四
十
万
石
だ
か

ら
、
会
津
藩
士

市
市
長
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
」

油
売
り
「
三
戸
郡
で
は
今
で
も
ダ
ン
ナ

4

4

4

と
か
カ
マ
ド

4

4

4

（
分
家
し
た
小
作
人
）
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
と
か
」

オ
ン
ベ
「
上
北
郡
は
合
衆
国
だ
（
岩
手

県
、
秋
田
県
、
福
島
県
か
ら
の
入
植
者

が
多
い
。
明
治
時
代
の
初
期
）
上
十
三

地
域
は
「
ナ
ン
ブ
」
と
は
言
え
な
い

な

ー
」
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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